
　中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を
行っている京都発明協会の行事をご案内します。

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

弁理士による相談
　知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意
点等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
　知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡
る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　３月１８日 拾井　美香 氏
◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔http://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

３月  ３日 大坪　隆司 氏
３月  ４日 河原　哲郎 氏
３月  ５日 久留　　徹 氏

３月１０日 西川　幸慶 氏
３月１１日 北東　慎吾 氏
３月１２日 佐野　禎哉 氏

３月１７日 越場　　洋 氏

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（３月）
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　「京都府知財総合支援窓口」では、中小企業・ベンチャー企業などを経営する方々や個人事業主を対象に、特許や商標、企業秘密、大手企業との契約な
ど知的財産に関するさまざまな悩み・課題について幅広く相談を受け付け、窓口に常駐する窓口支援担当者のほか、弁理士等の専門家や関係する支援機
関と連携してワンストップサービスを無料で行っています。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）　　　◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
　産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

知財相談員による知財相談会（無料） 場 所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。

《令和元年度 弁理士による府内巡回
 “産業財産権相談会”開催場所/開催数》

●舞鶴商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●宇治市産業振興センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●京都産業２１ 北部支援センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
●福知山商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●京都産業２１ けいはんな支所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
　（けいはんなオープンイノベーションセンター「KICK」）
●京北商工会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
●綾部商工会議所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2回
●和束町商工会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回

【京都府知的財産総合サポートセンター事業】

令和元年度　知財相談件数実績報告（R1.12月末まで）

項目／相談

（1）特　　許
（2）実用新案
（3）意　　匠
（4）商　　標
（5）そ の 他

146
13
19
15
38
231
161

41
７
15
31
21
115
68

12
2
2
11
9
36
22

合　　計
相談人数

相談員による
特許等相談

弁理士による
産業財産権相談会

弁理士による府内巡回
産業財産権相談会

合計13回

令和２年４月以降の行事予定につきましては、詳細が決まり次第お知らせいたします。

クロマトグラフとは
クロマトグラフとは固定相と呼ばれるカラムに対して、移動
相を流すことで、物質が本来持つ吸着力や分子の大きさなど
の違いを用いて分離をする機器のことです。中でも移動相が
液体のものをHPLC、気体のものをガスクロマトグラフ（GC）と
呼び、測定対象が溶媒に溶けるものはHPLC、気体もしくは加
熱すると気化するものはGCを用います。実際の試験機器では
この分離機構と検出器がついており、物質を分離測定すること
で物質の同定･定量を行います。当センターのHPLCは一般的
に使用される光学検出器（紫外可視検出器)と蛍光検出器およ
び示差屈折率検出器を搭載したHPLCと、質量分析計を搭載し
たLC-TOF/MSがあります。

質量分析計とは
質量分析計は、物質を構成する分子を様々な方法でイオン
化させ質量を測定する装置で、物質の同定が可能です。そのた
め原理上、イオン化できないものは測定できません。
糖の分析では、紫外可視検出器では物質が持つ光の吸収波

で物質を検出しますが、糖類は紫外吸収が弱く測定は難しい
とされています。質量分析計ではイオンを精密質量m/z（質量
と電荷の比）ごとに分離、強度を高感度に測定できます。また、
飛行時間型質量分析計（TOF/MS）では広範囲に精密質量を
同時測定、選択的な解析ができるので、糖の同定も可能です
（図2）。また、例えば、食品分野でよく利用されるアミノ酸分析
では、17種のアミノ酸分析はHPLCとLC-TOF/MSで測定可
能です（図3)。

おわりに
HPLCやLC-TOF/MSではカラムの種類、移動相の組成など
分離条件を詳細に決定した上での測定が必要となります。機器
や検出器の選択、条件については、分析の目的、物質、サンプル
の種類によりますので、応用技術課食品・バイオ担当へご相談
ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

　当技術センターには液体クロマトグラフ(HPLC)、液体クロマトグラフ飛行時間型質量分析装置(LC-TOF/MS)があります。今回は
その違いについて説明します。

図1　液体クロマトグラフの構成

図2　糖の分析例（LC-TOF/MS）

液体クロマトグラフ（HPLC）
株式会社島津製作所 Prominence
性　能 ： グラジエントタイプ
検出器 ： 紫外可視検出器
　　　　蛍光検出器
　　　　示差屈折率検出器
利用料金　機器貸付 ： 910円/時間

液体クロマトグラフ
株式会社島津製作所 Prominence UFLCXR
性　能 ： グラジエントタイプ
検出器 ： 紫外可視検出器

質量分析計

質量分析計
ブルカー・ダルトニクス株式会社 micrOTOF2-kp
性　能 ： イオン化法 ： ESI もしくは APCI

質 量 範 囲 ： 50～20,000 m/z
質量分解能 ： 16,500 FWHM以上

液体クロマトグラフ飛行時間型質量分析装置（LC-TOF/MS）

利用料金　機器貸付 ： 4,890円/時間

図3　アミノ酸分析の結果例（HPLC）

液体クロマトグラフ
食品中の有機成分量などを測定

機器紹介


